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高脂肪食との比較 
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新規食餌性肥満モデル検討用飼料による
ラットの生体機能に及ぼす影響

   近年、抗肥満作用を有する医薬品や機能
性食品の開発が盛んに行われるようになり、
実験動物を用いた抗肥満作用評価のニーズ
が高まっている。

【 目   的 】

【 結   果 】

我々はそのニーズに応えるべく、新規食餌
性肥満動物モデル開発の一環として、内臓
脂肪の蓄積が報告(山崎里美, J MetS.4.44
-52, 2007)されている精製飼料(飼料Ａ)を
ラットに長期摂取させ生体機能に及ぼす影
響を既存の高脂肪食と比較した。

   飼料Ａは４週以降、摂餌量が低下したが、
普通食より高値で推移し、脂質代謝系に影
響がみられ、肥満症状、特に脂肪肝を生じ
させた。

普通食は１３週以降、内臓脂肪の増加が停
滞したが、飼料Ａでは２６週まで内臓肥満
の進行が確認できた。
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【 結   論 】

飼料Ａを２６週摂取させたことによ
り肝臓に炎症性細胞浸潤がみられた。
脂質代謝系遺伝子の発現量において
も普通食群、高脂肪食群とは異なっ
た傾向を示した。

   以上より、飼料Ａはラットに対し、
既存の高脂肪食とは異なる影響を示
し、新規肥満モデルや脂肪肝を主と
する病態モデルを作出できる可能性
が示唆された。
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